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西
九
州
自
動
車
道
天
神
山
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
佐
世
保
市

街
地
が
目
に
飛
び
込
む
。
ま
ち
の
三
方
を
囲
む
山
々
。

　

唯
一
開
け
た
西
側
が
佐
世
保
港
だ
。
大
き
さ
と
高
さ
を
競
う
か

の
よ
う
に
、
様
々
な
ク
レ
ー
ン
、
護
衛
艦
が
居
並
ぶ
造
船
所
と
基

地
は
、
市
街
地
と
隙
間
な
く
隣
り
合
わ
せ
。

　

佐
世
保
港
の
歴
史
は
明
治
期
の
海
軍
鎮
守
府
設
置
か
ら
は
じ
ま

り
、
当
時
も
っ
と
も
近
代
化
さ
れ
た
海
軍
の
港
だ
っ
た
。

　

明
治
以
降
成
長
と
発
展
を
つ
づ
け
た
港
と
市
街
地
は
、
い
ち
早

く
米
国
文
化
に
ふ
れ
た
昭
和
を
は
さ
み
、
今
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
香
り
が
、
ま
ち
の
片
隅
や
暮
ら
し
に
残
っ
て
い
る
。

　

鉄
道
、
バ
ス
、
船
の
三
つ
の
駅
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
隣
り
合
わ
せ

に
。
こ
こ
に
ク
ル
マ
を
置
い
て
、
も
う
一
歩
、
そ
の
先
へ
。

　

雄
大
な
多
島
海
の
九
十
九
島
、
そ
の
海
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す

森
と
棚
田
が
連
な
る
里
山
、
古
来
の
日
本
の
美
に
触
れ
る
歴
史
街

道
の
宿
場
町
へ
は
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
と
バ
ス
が
結
ぶ
。

　

長
い
苦
難
の
時
代
を
乗
り
越
え
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
末
裔
が
暮
ら

す
島
、
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
海
が
育
ん
だ
強
く
て
心
優
し
い
漁

師
た
ち
の
島
へ
は
定
期
高
速
船
と
フ
ェ
リ
ー
が
結
ぶ
。

　

目
的
地
ま
で
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
く
眺
め
と
風
の
香
り
を
楽
し

む
こ
と
も
、
こ
こ
な
ら
で
は
の
旅
だ
。

　

佐
世
保
・
小
値
賀
へ
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

海
風
の
国
へ

よ
う
こ
そ
。

刻
々
と
変
化
す
る

風
の
香
り
を
楽
し
も
う
。
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国
際
通
り
を
佐
世
保
川
方
面
に
む
か
う
。

佐
世
保
橋
に
立
ち
、
河
口
方
向
を
眺
め
る

と
右
手
に
は
大
き
な
病
院
が
あ
る
。
こ
の

辺
り
は
、
江
戸
時
代
に
は
佐
世
保
浦
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
水か

こ主
長
屋
な
ど
が
１
０
０

軒
程
並
び
、
町
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た

よ
う
だ
。
水
主
は
漁
民
の
こ
と
で
、
い
ざ

事
が
お
こ
れ
ば
水
軍
に
な
る
と
い
う
、
海

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
平
戸
藩
な
ら
で
は

の
制
度
が
あ
っ
た
。
明
治
の
中
頃
ま
で
の

海
岸
線
は
も
っ
と
山
際
ま
で
せ
ま
り
、
こ

こ
か
ら
各
地
へ
船
が
出
入
り
し
て
い
た
。

　

こ
の
佐
世
保
浦
は
波
静
か
で
水
深
も
深

く
、
約
33
㎢
の
広
さ
は
、
軍
港
と
し
て

は
他
に
類
を
見
な
い
天
然
の
良
港
だ
っ

た
。
佐
世
保
鎮
守
府
が
開
庁
す
る
明
治

22
（
１
８
８
９
）
年
以
降
、
市
街
地
は
佐

世
保
橋
の
た
も
と
、
元
町
か
ら
大
き
く
広

が
っ
て
い
っ
た
。
造
船
所
、
鉄
道
、
国
道
、

水
道
、
電
気
、
市
街
地
な
ど
大
正
時
代
に

か
け
て
整
備
さ
れ
、
海
軍
の
町
と
し
て
成

長
を
続
け
た
。

　

現
在
の
佐
世
保
市
は
、
近
世
か
ら
近
代

ま
で
、
そ
の
時
代
時
代
を
偲
ば
せ
る
建
造

物
や
食
を
は
じ
め
生
活
文
化
が
残
り
、
ま

た
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
文
化
を
い
ち
早
く

取
り
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
混
在
す

る
ユ
ニ
ー
ク
な
港
ま
ち
で
あ
る
。

海
軍
さ
ん
の
港
ま
ち

SASEBO
Sasebo-The N

avy City

戸尾市場街　大正時代から佐世保
市民の台所として親しまれている。
店先まであふれた商品と賑やかな笑
い声に、雑多で懐かしい匂いを感じる。
辺りにはカフェやバーガーショップも
あり、界隈散策も楽しみたい。

外国人バー街　中心部のアーケー
ドが国際通りと交わるあたりには
幾つもの外国人バーがある。かつ
てJAZZや英会話はここで覚えた
と話す市民もいた。
アメリカ文化にいち早く触れ取込
んだ佐世保市ならではの歴史や風
情を感じることができる。万津（よろづ）6区　佐世保朝市周辺には、小さいながらも個性が光るショップやカフェなど約30店舗が集まっ

ている。中でも9店舗が軒を連ねるBRICK MALL SASEBOは、かつての倉庫をリメイク。古い煉瓦や梁
などをアレンジした店内には“新しい”と“なつかしい”が同時に漂う、とても愉快で居心地のいい空間だ。

旧ジョスコー線跡　旧海軍専
用鉄道として明治36（1903）
年完成、のちに接収されジョ
スコー線とよばれた。

とんねる横丁　戦時中の防空壕を利
用した商店がずらりと並ぶ。奥に深い
つくりと懐かしい品揃えに、つい覗き
こみたくなる店ばかりだ。

旧海軍佐世保鎮守府凱旋記念館（佐世
保市民文化ホール）　佐世保橋を渡ると
まっ先に目に飛び込んでくるのが、風格
ある白い建物。海軍ゆかりのまちの象徴
であり、現在は演劇や音楽の発表の場と
して市民に親しまれている。登録有形文
化財。

海上自衛隊佐世保史料館
（セイルタワー）　旧海軍の士
官達が集った「佐世保水交
社」の一部を保存した八角屋
根が目印。海軍佐世保鎮守
府開設当時から、現在の海上
自衛隊に至るまでの歴史を
史料や展示で辿ることができ
る。展示ロビーは、知る人ぞ
知るナイスビュースポット。

佐世保公園　佐世保川に面した緑
多い公園は、元は旧海軍練兵場。現
在は市民の憩いの場で、散策やジョ
ギングコースとしても人気だ。米海
軍管理のニミッツパークと隣接して
おり、米軍関係者の姿も多い。

9:30～17:00（入館は16:30まで） 無料 大型バス6

台、普通車約20台（無料） 第3木曜日、12/28～1/4 

0956-22-3040
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12
3

4

6

5

78

佐世保駅SSKバイパ
ス

新みなとターミナル
（発着場所）

9
　

南
へ
と
陵
線
が
続
く
俵
ヶ
浦
半
島
の

懐
深
く
に
佐
世
保
港
は
あ
る
。
明
治
22

（
１
８
８
９
）
年
鎮
守
府
の
開
庁
以
降
、

海
軍
の
近
代
的
な
港
と
し
て
整
備
、
発
展

し
て
き
た
。
明
治
38
（
１
９
０
５
）
年
日

本
海
海
戦
に
勝
利
し
た
連
合
艦
隊
が
凱
旋

し
た
の
も
こ
の
港
だ
。

　

１
９
０
０
年
以
降
軍
港
を
守
る
た
め
の

要
塞
建
設
が
始
ま
る
。
佐
世
保
港
入
口
に

あ
た
る
俵
ヶ
浦
半
島
は
、
重
要
拠
点
と
し

て
観
測
所
と
3
砲
台
を
設
置
。
人
里
離
れ

た
山
奥
に
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
時
を
刻
ん

で
い
る
。

　

第
2
次
大
戦
後
は
米
国
海
軍
の
基
地
と

し
て
さ
ら
に
変
貌
を
と
げ
た
。
現
在
は
大

小
さ
ま
ざ
ま
の
艦
船
、
離
島
フ
ェ
リ
ー
、

大
型
観
光
ク
ル
ー
ズ
船
な
ど
、
年
間
約

２
万
３
千
隻
、
約
１
２
８
万
人
が
出
入
港

す
る
、
日
本
有
数
の
港
だ
。

針尾無線塔〈国重要文化財〉
佐世保湾と大村湾の境をなす
針尾島には、巨大なコンクリー
ト塔3本がそびえ立つ。旧海
軍により1922（大正 11）年
完成、日本初期のコンクリー
ト高層建築物である。佐世
保駅から車で約30分。

俵ケ浦半島に点在
する明治期の港を
護った砲台跡や観
測所跡は旧日本陸
軍が造った施設。

明治20（1882）年から始まる建設には、月に延べ17万人が動員
された。海を埋め、山を崩す大工事だった。

❶米海軍佐世保基地司令部
（旧佐世保鎮守府港務部庁舎）
大正5（1916）年建造。鉄筋
コンクリート製の建物としては
最古級といわれている。

❸艦船群　強襲揚陸艦をはじ
め巨大な艦船が係留されてい
る。

❷旧第一上陸場　明治期旧日
本海軍が設置した上陸場。

❹立神係船池とハンマーヘッド
型クレーン　幅576ｍ奥行363
ｍの巨大な艦船のための“池”と
起重機。大正2（1913）年完成。

❼前畑火薬庫　明治22（1889）
年の設置から終戦まで拡張さ
れた火薬庫。

❽海上自衛隊倉島岸壁　陸側
からもっとも近くに艦船を見るこ
とができる。休日には艦船の一
般見学会が開かれる。

❾干尽倉庫群　大正時代から
終戦までに9棟が建てられた。
石造り風、間口180ｍにも達
する1号倉庫は圧巻だ。

❻赤崎貯油所　日本初の鉄
筋コンクリート製重油槽があっ
たところだ

❺佐世保重工業（SSK）　旧
佐世保海軍工廠の施設を引き
継いだ造船所。

旧
海
軍
の
歴
史
と
今
を
伝
え
る

佐
世
保
港

Sasebo-Port
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カワウ
アオバト

マガモ・カルガモ

ハヤブサ

九十九島かき

ザイフリボク
アルバアオダモ
トビカズラ
アマモ

ハマゴウ

ハマボウ
カノコユリ

ホソバワダシ
ハマオモト ダルマギク

ヤブツバキルリハコベハマサジ
ハマナデシコ

九十九島春夏秋冬カレンダー

　

四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
を
見
せ
る

九
十
九
島
。
複
雑
な
リ
ア
ス
海
岸
と

２
０
８
の
島
々
が
つ
く
る
海
岸
線
の
長

さ
は
３
５
３
㎞
に
及
び
そ
の
う
ち
自
然

海
岸
は
約
８
割
、
現
在
の
日
本
で
は
希

少
な
場
所
だ
そ
う
だ
。

　

九
十
九
島
海
域
の
複
雑
な
海
岸
線
の

台
地
に
は
、
多
く
の
常
緑
広
葉
樹
林
が

い
ま
や
奇
跡
と
い
え
る
ほ
ど
残
さ
れ
て

い
る
。
雨
が
降
る
た
び
に
森
か
ら
の
栄

養
素
が
海
へ
流
れ
込
み
、
魚
を
は
じ
め

生
き
物
の
餌
と
な
る
豊
富
な
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
生
ま
れ
育
つ
。
そ
の
た
め
に
水

は
透
明
で
は
な
い
が
、
深
い
蒼
色
が
豊

か
な
海
で
あ
る
こ
と
の
証
し
な
の
だ
。

　

こ
の
海
の
魚
は
約
１
０
０
０
種
に
も

お
よ
ぶ
。
ま
た
海
藻
類
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ

な
ど
の
甲
殻
類
、
サ
ン
ゴ
と
い
っ
た
水

中
生
物
も
数
多
く
生
息
し
、
干
潮
時
に

は
近
く
で
見
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

季
節
を
知
ら
せ
る
野
鳥
が
降
り
立
つ
。

リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
四

季
の
花
々
が
開
花
す
る
。

　

こ
う
し
た
自
然
の
営
み
を
見
せ
な
が
ら
、

も
う
一
方
で
は
豊
か
な
恵
み
を
人
々
に

陽
射
し
踊
る
命
の
ゆ
り
か
ご

西
海
国
立
公
園

九
十
九
島

kujukushim
a

西海国立公園九十九島ビジ
ターセンターには九十九島を
知り尽くしたスタッフが常駐。
九十九島の自然を体感でき、
子供からお年寄りまで楽しめ
るイベントも開催している。

九十九島真珠養殖
発祥の地“亀の子
島”。古い木道橋
がいまも残る。

出
会
え
る

水
生
生
物

開
花
時
期

飛
来
す
る
鳥
類

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

与
え
る
海
で
も
あ
る
。

　

太
古
に
は
温
暖
な
気
候
と
海
で
獲
れ

る
糧
が
人
々
を
海
岸
に
定
住
さ
せ
た
。

あ
る
時
代
に
は
無
数
あ
る
浦
々
の
一
つ

ひ
と
つ
が
集
落
を
形
成
で
き
る
程
の
海

の
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
現
在
、

魚
種
も
漁
獲
も
豊
富
な
漁
場
と
し
て
ま

た
牡
蠣
、
真
珠
な
ど
の
養
殖
場
と
し
て

人
々
の
営
み
を
支
え
て
い
る
。

　

九
十
九
島
は
生
き
物
の
多
様
性
や
生

命
の
つ
な
が
り
を
、
春
夏
秋
冬
見
せ
て

く
れ
る
。

　

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
も
っ
と
知
り
た
く

な
る
、
懐
の
深
い
海
、
そ
れ
が
九
十
九

島
だ
。
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浦
々
に
点
在
す
る
漁
師
ま
ち
へ

九
十
九
島
北
部

The N
orthern 

K
ujukushim

a Resion 

　

複
雑
な
海
岸
線
が
作
る
浦
々
に
は

水か

こ主
の
住
ま
い
が
多
数
、
点
在
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
水
主
は
、

漁
師
と
水
軍
を
か
ね
た
、
海
を
活
躍

の
舞
台
と
し
た
で
あ
ろ
う
男
た
ち
の

こ
と
だ
。
そ
の
子
孫
に
あ
た
る
漁
師

た
ち
に
と
っ
て
、
九
十
九
島
の
海
は
、

人
生
を
懸
け
た
か
け
が
え
の
な
い
漁

場
で
あ
る
。

　

魚
種
や
漁
獲
の
豊
か
さ
は
日
本
の

中
で
は
指
折
り
。
な
か
で
も
目
前
の

海
で
獲
れ
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
日

本
一
を
誇
る
。〝
日
本
人
の
味
噌
汁

は
お
れ
た
ち
が
支
え
と
っ
と
！
〞

味
噌
汁
の
出
汁
に
欠
か
せ
な
い
イ
リ

コ
の
こ
と
だ
。

　

屈
託
の
な
い
笑
顔
を
み
せ
て
く
れ

た
九
十
九
島
の
漁
師
た
ち
。
今
日
ま

で
数
百
年
に
わ
た
り
、
豊
穣
の
海

九
十
九
島
は
浦
々
の
暮
ら
し
と
人
の

笑
顔
を
守
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

九十九島南部の野性的な大自然とは対照的に、北部は
小さな漁師まちの風景が印象的だ。

漁師も若返りが進んできた。仲間たちとの夕食は楽し
みのひとつだ。長串山（なぐしやま）公園〈九十九島八景〉　春、10万

本のつつじが咲き誇る鹿町町の長串山公園。ピンクの
グラデーションの先に新緑の九十九島の島影が広がり、
幻影のような美しさに目を奪われる。見頃の時期には
長串山つつじまつりが開催され、写真愛好家や家族づ
れが多数訪れる。 長串山公園 0956-77-4111

冷水岳（ひやみずだけ）公園〈九十九島八景〉　九十九
島北部の絶景を、色んな角度から楽しむことができる
展望台。北側にどっしり構える長串山や大観山の峰々
の姿も壮観だ。
佐世保市小佐々町矢岳1618-12
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花
群
れ
る
、
祈
り
の
島

黒
島

　

佐
世
保
相
浦
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
50
分
。

車
が
数
台
乗
れ
ば
い
っ
ぱ
い
に
な
る
小

さ
な
フ
ェ
リ
ー
が
、
唯
一
本
土
と
島
を

結
ん
で
い
る
。
周
囲
12
㎞
、
九
十
九
島

最
大
の
面
積
を
も
つ
黒
島
の
人
口
は
現

在
約
５
０
０
人
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
半

農
半
漁
で
暮
ら
す
。
島
民
の
祖
先
に
あ

た
る
人
々
は
、
２
５
０
年
前
迫
害
か
ら

逃
れ
て
き
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
だ
。
貧

し
さ
に
耐
え
痩
せ
地
を
開
き
生
き
る
糧

と
希
望
を
つ
な
い
だ
。「
雨
が
降
ろ
う

が
風
が
吹
こ
う
が
、
毎
朝
早
く
に
御
堂

に
行
く
。
そ
う
し
な
い
と
一
日
が
始
ま

ら
ん
」。

　

完
成
か
ら
１
１
０
年
を
経
た
天
主
堂

は
今
日
で
も
黒
島
で
暮
ら
す
人
々
の
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
だ
。
信
仰
を
守
り
抜
い

た
人
々
の
心
の
強
さ
や
精
神
の
豊
か
さ

が
つ
く
る
や
さ
し
い
笑
顔
は
い
ま
も
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

信仰復活の地　信徒の存在を告
げるために命懸けで大浦天主堂を
目指した出口家の跡地。宣教師に
よる最初のミサを記念し碑が建て
られた。

黒島は地下水が豊富で水の豊か
さが潜伏キリシタン定住の理由と
もいわれている。島唯一の喫茶
CAFÉ海咲（みさき）は島の天然水
を使った黒島ブレンドが人気。

0956-56-2310 木曜

ほぼ島の中央に位置する黒島天主堂。明治30（1897）年に着任したマ
ルマン神父により建設がはじまる。40万個の煉瓦、信徒の献金と労働奉
仕で、1902（明治35）年に完成。〈国重要文化財〉

蕨地区　古くからのカトリック集落
で、潜伏キリシタンの開拓地である。
海から上がった場所に防風林に囲
まれた家を建て、その背後の斜面
を畑として開墾していった様子が
伺える。〈国重要文化的景観〉

明治17（1884）年黒島のカト
リック教徒が移り住み建てた浅
子教会（現在の建物は1928
年完成）をはじめ、西海の浦々
に小さな教会が点在している。

K
uroshim

a Island
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水
に
心
を
込
め
た
ま
ち

江
迎

Em
ukae-cho

　

夏
盛
り
の
8
月
、
こ
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
ま
ち
を
上
げ
て
行
う
祭
り
を

見
た
く
て
江
迎
へ
む
か
っ
た
。

　

江
迎
の
夏
の
風
物
詩
、
水
か
け
地
蔵

ま
つ
り
と
千
灯
籠
祭
り
。
約
４
５
０
年

間
に
わ
た
り
親
か
ら
子
へ
と
引
き
継
が

れ
て
き
た
祭
り
だ
。
寿
福
寺
の
木
彫
り

地
蔵
を
、
神
輿
に
の
せ
嘉か
れ
い例

川
ま
で
運

び
元
気
良
く
水
を
か
け
る
子
供
た
ち
の

姿
に
は
、
思
わ
ず
笑
顔
と
親
心
に
似
た

気
も
ち
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
夜
に
は
、

高
さ
25
ｍ
の
タ
ワ
ー
に
約
３
３
０
０
個

の
灯
籠
が
飾
ら
れ
、
幻
想
的
な
街
並
が

夕
闇
と
と
も
に
現
れ
た
。

　

翌
朝
、
２
０
４
号
線
を
北
上
し
、
潜

龍
酒
造
へ
。
左
手
に
江
迎
川
、
右
手
に

漆
喰
の
白
壁
の
建
物
が
並
ん
で
い
る
。

　

中
央
に
は
ど
っ
し
り
と
し
た
門
構
え

の
屋
敷
が
あ
る
、
平
戸
藩
主
が
一
夜
を

過
ご
す
江
迎
本
陣
跡
だ
。
平
戸
口
か
ら

彼そ
の
ぎ杵
ま
で
約
60
㎞
（
15
里
）、
殿
様
道

と
呼
ば
れ
た
平
戸
往
還
で
は
唯
一
完
全

な
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
藩
主
の
間
は

沈
水
舎
と
呼
ば
れ
、
35
代
平
戸
藩
主
観

中
公
が
名
付
け
た
。
池
の
水
が
縁
側
の

下
ま
で
伸
び
て
い
る
。
こ
の
池
が
そ
の

名
の
謂
れ
で
あ
り
、
殿
様
は
池
に
落
ち

る
滝
の
音
を
聞
き
な
が
ら
一
夜
を
過
ご

し
た
。
ま
た
手
洗
い
の
流
し
た
水
が
優

雅
な
音
を
奏
で
る
水
琴
窟
が
庭
の
片
隅

に
あ
る
。
京
の
庭
師
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、

水
に
よ
る
心
く
ば
り
の
仕
掛
け
で
あ
る
。

江迎本陣跡〈県有形文化財〉
見学は要予約・12月は不可

0956-65-2209

毎年8月23・24日に催される水かけ地蔵まつり・江迎千灯籠祭。
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清
流
の
森
を
訪
ね
て

吉
井
、
白
岳
へ

Yoshii, M
t. Shiratake

　

佐
賀
県
伊
万
里
市
と
松
浦
市
と
の
境

に
位
置
す
る
国
見
山
、
八
天
岳
、
隠
居

岳
、
白
岳
な
ど
の
山
々
を
源
に
、
佐
々

川
、
相
浦
川
、
松
浦
川
、
江
迎
川
な
ど

が
流
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
川
が
流
れ

る
谷
あ
い
に
は
い
く
つ
も
の
里
山
が
あ

り
ま
た
予
想
だ
に
し
な
い
絶
景
も
あ
る

ら
し
い
。
谷
あ
い
の
水
が
つ
く
る
景
色

を
求
め
て
、
Ｍ
Ｒ
吉
井
駅
か
ら
徒
歩
で

散
策
を
試
み
た
。

　

吉
井
町
を
流
れ
る
佐
々
川
に
沿
っ
て

し
ば
ら
く
歩
く
。
佐
々
川
に
合
流
す
る

福
井
川
を
遡
る
と
、
途
中
、
昭
和
初
期

の
福
井
川
橋
梁
と
中
世
の
山
城
直
谷
城

跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
道

を
す
す
む
と
激
し
い
水
音
と
と
も
に
突

然
、
滝
が
現
れ
た
。
潜
龍
ケ
滝
だ
。
平

戸
藩
主
観
中
公
が
京
の
絵
師
に
描
か
せ

た
〝
平
戸
地
方
八
奇
勝
図
〞
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。

紅葉の名所として有名な
御橋観音（平戸八景のひ
とつ）。

昭和17（1942）年完成福井川橋梁〈国有形文化財〉。
写真：佐世保市教育委員会提供

13世紀頃築かれたとされる直谷城跡〈県史跡〉。

潜龍ヶ滝
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国
見
山
麓
は
深
い
緑
に
心
と
体
を
生

き
返
ら
せ
る
ド
ラ
イ
ブ
に
は
も
っ
て
こ

い
の
場
所
だ
っ
た
。

　

こ
こ
は
湧
き
水
が
豊
富
で
多
数
の
棚

田
が
連
な
る
。
ま
た
希
少
な
赤
ト
ン
ボ

〝
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
〞
が
飛
び
交
う
ほ
ど

の
清
流
だ
そ
う
だ
。
か
つ
て
明
治
期
に

は
海
軍
鎮
守
府
や
市
街
地
に
供
給
す
る

貴
重
な
水
源
と
し
て
注
目
さ
れ
、
日
本

初
期
の
近
代
水
道
施
設
が
造
ら
れ
た
地

域
で
も
あ
っ
た
。

　

源
流
か
ら
谷
あ
い
の
里
山
を
く
だ
り

川
は
最
下
流
域
へ
と
向
か
う
。
こ
こ

に
は
複
雑
な
海
岸
線
が
無
数
の
小
さ

な
干
潟
や
入
江
を
形
成
し
、
そ
の
先
は

九
十
九
島
の
波
静
か
で
豊
か
な
漁
場
と

な
る
の
だ
。

緑
香
る
風
に
吹
か
れ
て

世
知
原
・
柚
木
へ

Sechibaru, Y
unoki

迫る緑を望む露天風呂。世知原温泉くにみ
の湯  天空の宿 山暖簾 0956-76-2900

明治33（1900）年完成、同形構造の岡本水源地。

明治中期から作られている世知原茶の玉緑
茶は全国的にも珍しい品だ。
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3 2 1

交
流
の
歴
史
と
急
流
の
絶
景

早
岐

H
aiki

　

早
岐
の
中
心
部
に
小
さ
な
川
が
な
が
れ
て

い
る
。
そ
の
川
岸
に
沿
っ
て
建
つ
家
々
は
川

の
中
に
石
の
柱
を
立
て
せ
り
出
し
て
い
る
。

窓
か
ら
魚
釣
り
の
糸
を
吊
る
す
ひ
と
も
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
早
春
、
川
面
に
は
た
く

さ
ん
の
鯔ボ
ラ

の
子
が
群
が
っ
て
い
た
。

　

こ
の
小
さ
な
川
は
江
戸
時
代
初
期
に
つ
く

ら
れ
た
人
工
の
川
で
、
早
岐
川
と
い
う
。
川

岸
に
並
ん
で
建
つ
早
岐
本
陣
と
脇
本
陣
を
防

御
す
る
堀
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
い
ま
本

陣
は
古
風
な
門
構
え
と
石
垣
塀
が
残
る
の
み
。

　

早
岐
の
ま
ち
中
の
道
は
鍵
状
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
も
防
衛
上
の
理
由
か
ら
で
、
こ
こ

が
軍
事
・
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
浦
・
宿
場

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
早
岐
瀬
戸
側
へ

歩
い
て
い
く
と
、
渡
し
場
の
碑
が
立
つ
。
こ

の
場
所
は
昭
和
の
は
じ
め
頃
ま
で
汽
船
の
発

着
場
で
針
尾
島
へ
の
渡
し
や
大
村
湾
岸
、
佐

世
保
湾
を
経
て
平
戸
や
五
島
の
人
々
が
乗
り

降
り
し
、
生
活
用
品
も
陸
揚
げ
さ
れ
、
た
い

へ
ん
な
賑
わ
い
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

海
の
幸
と
山
の
幸
を
物
々
交
換
し
た
、
今

日
ま
で
４
０
０
年
続
く
茶
市
は
、
こ
の
町
が

交
流
と
物
流
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
に

伝
え
て
い
る
。

　

そ
の
早
岐
茶
市
が
開
か
れ
る
堤
防
沿
い
を

観
潮
橋
ま
で
歩
い
た
。

「
潮
が
満
つ
と
き
は
東
に
流
れ
引
く
時
は
西

に
湧
い
て
そ
の
響
き
は
雷
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
速は
い
き
の
と

来
門
と
い
う
」
古
文
書
に
出
て
く

る
早
岐
瀬
戸
の
謂
だ
。

❶平戸往還　往還は道幅1間（1.8ｍ）の細い道だ。平戸藩主が長崎勤番の時に行列をしつらえ通った
古道が今も残る。
❷早岐本陣跡　早岐浦で廻船問屋と酒蔵を営んだ谷村家が建立。本陣を早岐では「お茶屋」と呼んだそうだ。
❸早岐茶市　山海の恵から農具や生活用品までが瀬戸沿いにずらりと並び、瀬戸を渡る風に誘われて、
大勢の人でにぎわう。◎初市5/7～9　中市5/17～19　後市5/27～29　梅市6/7～9
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三
川
内
か
ら
長
崎
出
島
へ
、

そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

三
川
内

M
ikaw

achi

　

三
川
内
焼
の
積
み
出
し
港
だ
っ
た
早
岐

瀬
戸
か
ら
、
国
道
57
号
線
を
北
上
し
Ｊ
Ｒ

三
河
内
駅
に
程
近
い
三
川
内
焼
美
術
館
へ

向
っ
た
。

　

こ
こ
は
世
界
を
魅
了
し
た
御
用
窯
時
代

の
逸
品
か
ら
現
代
の
秀
作
ま
で
を
一
堂
に

展
示
し
て
い
る
。
三
川
内
焼
の
歴
史
を
辿

り
な
が
ら
作
品
を
鑑
賞
で
き
る
の
だ
。
純

白
で
き
め
細
か
な
磁
肌
、
そ
れ
に
映
え
る

呉
須
の
繊
細
な
染
付
け
と
輝
き
が
最
大
の

特
徴
で
あ
る
。
ま
た
透
か
し
彫
り
、
ひ
ね

り
物
、
細
工
物
な
ど
あ
ら
た
め
て
陶
工
の

匠
の
技
に
感
動
を
覚
え
た
。

馬車道藩（東）窯跡
竹林の七賢人置物
（江戸後期）

陶祖神社

染付菊秋草文瓶（江戸後期）
写真：佐世保市教育委員会所蔵

薄胎（はくたい）のコーヒーカップ（江
戸後期）
純白で紙のように薄いと称された三川
内「エッグシェル」。ヨーロッパの王
侯貴族を魅了した卵殻手（らんかくて）
の技術は、江戸時代後期に三川内皿
山で開発され、明治期にかけて長崎
出島を経由し相当数輸出された。

遡ること400年、一子相伝の技はいまも現代陶工たちに引き継がれている。

　

高
ま
っ
た
気
も
ち
の
ま
ま
再
び
国
道
を

下
り
皿
山
を
目
指
し
た
。

　

皿
山
集
落
の
奥
の
高
台
に
あ
る
神
社
へ
。

釜
山
神
社
。
こ
こ
に
は
陶
祖
中
里
え
い（
高

麗
ば
ば
）
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

藁
灰
を
使
っ
た
陶
器
な
ど
こ
れ
ま
で
三
川

内
に
な
か
っ
た
技
術
を
も
た
ら
し
た
と
さ

れ
る
。

　

谷
を
挟
ん
だ
陶
祖
神
社
は
今
里
弥
次
衛

（
如じ
ょ
え
ん猿
）
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
如
猿
は
平

戸
藩
窯
二
代
目
棟
梁
で
、
17
世
紀
中
頃
ま

で
に
、
天
草
陶
石
と
針
尾
網
代
陶
石
の
調

合
に
成
功
し
、
当
時
最
先
端
、
純
白
の
白

磁
を
完
成
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。
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隅
々
に
神
様
が
宿
る
島

宇
久
島

U
kujim

a Island

〝
思
た
こ
ち
や　

叶
え
た
末
は
鶴
亀

上
に
舞
う
の
は　

鶴
で
は
な
い
か　

お

宿
繁
盛
と　

よ
か
ろ
よ
か
ろ
よ　

こ
れ

よ
り
先
は　

ま
し
て
こ
の
先
や
…
…
〞

　

男
た
ち
の
唄
声
が
場
内
に
響
き
渡
る
。

江
戸
時
代
か
ら
唄
い
継
が
れ
た
宇
久
祝

い
唄
「
大
唄
ヨ
イ
ヤ
サ
」。
捕
鯨
ゆ
か

り
の
唄
で
あ
り
、
鯨
と
の
格
闘
や
大
漁

の
祝
い
唄
と
し
て
鯨
組
で
う
た
わ
れ
て

い
た
も
の
が
起
源
。
い
ま
も
祝
い
の
席

で
は
欠
か
せ
な
い
唄
で
あ
り
そ
の
席
に

ふ
さ
わ
し
い
文
句
が
即
興
で
披
露
さ
れ
、

そ
こ
が
こ
の
伝
統
芸
能
の
見
せ
場
だ
そ

う
だ
。

　

人
口
２
３
０
０
人
、
周
囲
38
㎞
の
小

さ
い
島
に
は
神
社
仏
閣
が
と
て
も
多
い
。

神
社
は
28
の
集
落
に
ひ
と
つ
ず
つ
、
さ

ら
に
観
音
堂
や
地
蔵
堂
も
建
つ
。
ま
た

弘
法
大
師
が
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
地

が
点
在
。
巡
礼
の
八
十
八
ヶ
所
霊
場
さ

え
も
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
寺
院
や
神

社
は
鯨
組
や
鮑
漁
で
財
を
な
し
た
人
の

寄
進
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。

　

鯨
漁
は
宇
久
の
豊
か
さ
の
象
徴
で
あ

り
、
そ
の
恵
み
へ
の
感
謝
の
心
が
、
島

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
残
さ
れ
て
い
る
。

宇久島最古の寺東光寺
（1187年創建といわれ
る）には、江戸時代に宇
久鯨組山田家の浄財によっ
てつくられた仏像や供養
塔が奉納されている。

屋号を記した商家の瓦、かつての賑わいと繁栄を
伝えている。
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暮
ら
す
よ
う
に
旅
を
す
る

小
値
賀
島

O
jika Island

　

佐
世
保
港
か
ら
西
へ
70
㎞
、
五
島

列
島
の
北
に
位
置
す
る
小
値
賀
島
。

ま
る
で
海
上
を
飛
ぶ
よ
う
な
高
速
船

で
１
時
間
半
の
船
旅
だ
っ
た
。

　

小
値
賀
島
は
海
底
火
山
の
溶
岩
が

作
り
出
し
た
な
だ
ら
か
な
地
形
を
も

ち
、
平
地
が
多
く
、
米
な
ど
豊
か
な

作
物
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
。

　

小
さ
な
島
だ
が
か
つ
て
は
鯨
漁
の捕鯨と酒造りで財を成した旧藤松家屋敷。

現在は古民家レストラン藤松。

小値賀港から程近い漁師町の路地
を歩くと、そこには時間を巻き戻した
かのような風景がある。久しぶりに
ふるさとへ帰ったような気持よい錯覚、
おもわず「ただいま」とつぶやきたく
なる心地よさは、この島が旅人に与
えてくれる最高の贈り物かもしれない。

70年前から小値賀島で栽培されている落花生。島の
赤土と日差しがコクのある甘さを育むそうだ。人の目で
選別し人の手で炒るのは昔も今も。
そんな落花生をはじめ島の農産物を使った、若者発の
ヒット商品も生まれている。

一
大
拠
点
と
し
て
、
ま
た
外
国
と
の

貿
易
寄
港
地
と
し
て
多
く
の
人
が
あ

つ
ま
り
、
賑
わ
い
そ
し
て
多
い
時
に

は
約
1
万
人
が
暮
ら
し
て
い
た
そ
う

だ
。
今
で
は
当
時
の
4
分
の
1
程
度

の
人
口
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か

し
過
度
の
経
済
社
会
の
影
響
を
受
け

ず
に
、
島
の
自
然
や
伝
統
、
人
と
の

緩
や
か
な
つ
な
が
り
を
守
り
、
一
日

一
日
を
紡
ぐ
よ
う
な
暮
ら
し
ぶ
り
が

残
っ
て
い
る
。

　

小
値
賀
島
で
は
、
平
成
13
年
か
ら

島
の
産
業
を
守
り
、
次
世
代
へ
つ
な

ぐ
こ
と
で
、
島
の
営
み
や
景
観
を
も

守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
『
担
い
手
公

社
』
事
業
を
始
め
た
。
島
の
内
外
か

ら
、
希
望
す
る
若
者
を
研
修
生
と
し

て
受
入
れ
独
り
立
ち
す
る
ま
で
支
え

る
。
農
業
や
農
産
物
加
工
な
ど
で
一

歩
一
歩
だ
が
確
実
に
成
果
が
出
て
い

る
そ
う
だ
。
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と
も
に
生
き
た
島

野
崎
島

N
ozaki Island

　

野
崎
島
海
域
は
、
遣
唐
使
船
な
ど
が
行

き
交
う
海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
島

の
北
端
に
は
８
世
紀
に
創
建
さ
れ
た
沖
ノ

神
嶋
神
社
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
平
戸

藩
主
の
代
参
も
度
々
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に

は
小
値
賀
島
を
含
む
五
島
列
島
の
全
域
に

神
道
が
広
が
り
を
み
せ
、
野
崎
島
は
神
道

信
仰
者
に
と
っ
て
の
霊
地
そ
の
も
の
だ
っ

た
ら
し
い
。

　

19
世
紀
に
入
り
、
島
に
は
長
崎
外
海
地

方
か
ら
迫
害
を
の
が
れ
る
た
め
に
キ
リ
ス

ト
教
信
者
が
移
り
住
ん
だ
。
島
の
中
央
に

位
置
す
る
野
首
集
落
と
南
側
の
舟
森
集
落

だ
。

　

野
首
は
18
世
紀
初
頭
、
小
値
賀
島
で
捕

鯨
や
廻
船
業
で
財
を
な
し
た
小
田
家
の
開

拓
地
だ
っ
た
が
後
に
放
棄
。
そ
れ
か
ら
約

１
０
０
年
後
に
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
集
落

が
で
き
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
舟
森
は
、
人
間
味
溢
れ
る
、
そ

の
誕
生
と
交
流
の
歴
史
秘
話
が
残
さ
れ
て

い
る
。
江
戸
時
代
、
小
値
賀
島
で
舟
問
屋

を
営
む
田
口
家
当
主
が
、
明
日
処
刑
さ
れ

る
3
人
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
を
不
憫
に
思

い
、
大
村
の
港
か
ら
舟
底
に
隠
し
島
へ
連

れ
帰
っ
た
。
当
時
未
開
の
地
で
あ
っ
た
舟

森
に
住
ま
わ
せ
た
が
、
そ
の
後
も
交
流
は

続
い
た
。
彼
ら
は
親
の
よ
う
に
長
く
田
口

家
へ
の
恩
を
忘
れ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

貧
困
や
苦
役
に
耐
え
信
仰
を
唯
一
の
喜

び
と
し
て
命
と
希
望
を
つ
な
い
だ
。
そ
し

て
１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
、
長
い
禁
教

が
解
か
れ
信
仰
の
自
由
を
得
た
の
だ
っ
た
。

　

１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
１
月
、
現
在

の
旧
野
首
教
会
の
建
築
が
始
ま
る
。
教
会

建
築
の
名
工
、
鉄
川
与
助
の
設
計
、
施
工

で
11
月
に
は
竣
工
し
た
。
強
固
な
煉
瓦
造

り
の
教
会
を
得
た
野
首
集
落
に
は
そ
の
後

移
住
者
が
増
え
２
０
０
人
程
が
暮
ら
し
た
。

　

そ
の
後
１
９
６
０
年
代
ま
で
集
落
は
続

い
た
が
、
急
激
な
経
済
社
会
の
進
行
と
と

も
に
、
離
島
者
が
増
え
続
け
70
年
代
に
入

り
遂
に
廃
村
と
な
っ
た
。

　

野
崎
島
は
、
古
来
か
ら
の
信
仰
と
共
存

し
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教
が
信
仰
継
承
さ
れ

て
い
っ
た
貴
重
な
歴
史
を
も
つ
。
ま
た
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
集
落
跡
や
石
積
み
の
畑

跡
、
共
同
墓
地
、
建
築
時
の
姿
を
留
め
る

旧
野
首
教
会
な
ど
、
破
壊
さ
れ
る
こ
と
な

く
残
っ
て
い
て
、
再
び
そ
の
歴
史
的
、
文

化
的
価
値
が
見
直
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

・
国
重
要
文
化
的
景
観

・
世
界
文
化
遺
産
登
録
（
推
進
中
）

王位石と沖ノ神嶋神社

野首集落跡（野崎島自然学塾村）㊤野崎港　㊦舟森集落跡

旧野首教会
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佐世保市

長崎県

小値賀島

長崎港
長崎空港

福岡空港

平戸市

佐世保駅

佐世保大塔IC
佐世保みなとIC
佐世保中央IC

相浦中里IC
佐 I々C 佐世保市

西海市

早岐

有田

川棚

松浦市

伊万里市

唐津市

大村市

諫早市

長崎市

長崎空港

黒島

彼杵IC

嬉野IC
波佐見
有田IC

三川内IC
武雄南IC

大村IC

宇久島

小値賀島

五
島

列
島

新上五島町

松
浦
鉄
道

204

202

202

206

205
34

35

383

テレホンガイド
〈交　通〉
◎バス
佐世保市営バス（路線バス）..............................0956-25-5112
西肥バス（路線バス） ........................................0956-23-2121
　　　　（高速バス） ........................................ （予約）0956-25-8900

西鉄バス（高速バス） ........................................ （予約）0120-489-939、（予約）092-734-2727

◎鉄道
JR佐世保駅 .....................................................0956-22-7115
MR松浦鉄道佐世保駅 .....................................0956-25-2229
◎フェリー・高速船
九州商船（小値賀・宇久方面） ..........................095-822-9153
黒島旅客船（黒島） ...........................................0956-56-2516
◎タクシー
佐世保市タクシー協会 ......................................0956-22-2714
長崎空港乗合ジャンボタクシー ......................... （予約）http://www.jumbotaxi.info

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯予約http://www.jumbotaxi.info/m

〈施　設〉
九十九島パールシーリゾート .............................0956-28-4187
西海国立公園九十九島ビジターセンター ..........0956-28-7919
三川内焼美術館（伝統産業会館） .....................0956-30-8080
海上自衛隊佐世保史料館（セイルタワー） .........0956-22-3040
〈お問合せ〉
佐世保観光情報センター（JR佐世保駅構内） ...0956-22-6630（9:00～18:00／年中無休）

ホームページ情報
佐世保・小値賀の観光情報 ..............................https://www.sasebo99.com/

上記プログラムのお問い合せとお申し込みは、佐世保観光情報センター  0956-22-6630（9:00～18:00・年中無休）

日
本
遺
産
佐
世
保
を

陸
か
ら
海
か
ら
堪
能
す
る
、

お
す
す
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
佐
世
保
市
街
地
と
湾
を
快
適
な
ク
ル
ー

ズ
バ
ス
海
風
と
迫
力
の
軍
港
ク
ル
ー
ズ
が
ご
案
内
し
ま
す
。

　

ま
た
港
ま
ち
佐
世
保
を
歩
い
て
楽
し
む
昼
・
夜
ふ
た
つ
の
ツ
ア
ー

も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

SASEBO港まち歩き
〈7日前までに要予約〉◎出発時刻／10:00・14:00　
◎所要時間／約90分　◎集合場所／佐世保観光情
報センター　 1,200円

SASEBOナイトツアー
〈金・土・祝の前日に実施、7日前までに要予約〉◎出
発時刻／19:30　◎所要時間／約60分　◎集合場
所／松浦鉄道 佐世保中央駅前　 1,000円

SASEBO軍港クルーズ
毎週土・日・祝（1便のみ　午前11時半頃出
航）　 大人（中学生以上）2,000円、小学
生1,000円、チャーターあり（30名以上、ま
たは最低保証6万円～）　◎所要時間／約1

時間（船体定期検査・天候により運休あり）

SASEBOクルーズバス“海
うみかぜ

風”
〈佐世保駅～佐世保重工業（旧海軍工廠）～
船越展望所～九十九島パールシーリゾート
～佐世保駅〉　ほか2コース
◎1日3便運行・毎週木曜日運休（他運休日
あり）　◎所要時間／100分　 大人（中学
生以上）1,800円、小人（小学生）900円

30
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❶佐世保重工業（SSK）ドック＆クレーン群

❷SASEBOクルーズバス海風（P30参照）
白く瀟洒な車体、真っ白革張りの座席。プレミ
アムな匂いプンプンの周遊観光バスが造船所
を見下ろすあたりに停車。
❸佐世保重工業（SSK）ハンマーヘッド型
250tクレーン
1913（大正2）年に建造されたクレーン。高
さ62メートル、カンチレバー（回転部）の長さ
は81メートルに及ぶ。
❹赤レンガ倉庫
佐世保は日本屈指の赤煉瓦倉庫のまち。
明治の終わりから大正時代にかけて造られそ
の多くが現在でも米海軍基地内の倉庫や売店
として使われている。
❺佐世保川に残る旧ジョスコー線の赤茶けた
鉄橋。これもこのまちの激動の時代の証しのひ
とつ。
❻米海軍佐世保基地
市域の1割以上、面積約4平方キロメートル
の佐世保基地を市民は気さくにベースと呼んで
いる。第二次大戦後の進駐から引き続き米海
軍の基地が置かれ、今その人口はおよそ7,000
人。
❼万津地区
もう一歩路地をすすんでみよう。手作りのアク
セサリーショップやカフェ、レストランなど古い
倉庫や民家をリノベーションした、
店主こだわりの店が現れる。
❽佐世保港
年間約 23,000隻、128万人が出入港する、
日本有数の港だ。

❾西肥バスセンター
バスの出入りの見張り台？
❿カトリック三浦町教会
荘厳な、しかしやさしい白塗りの教会は崖の上
にそびえたつ。
⓫とにかく佐世保は坂と階段の多いまち。山と
海が近いから平地は少なく、おのずと人が住む
場所は山の斜面に沿って上へ上へと。
⓬35号線にまたがる高架橋
広い国道の上を気動車が通過する松浦鉄道。
1936（昭和11）年に開通した九州初の市街
地高架橋だ。鉄道ファン必見？

⓭アメリカのオールドタウンを彷彿させる一角。
⓮市民文化ホール（旧海軍凱旋記念館）
⓯セイルタワー（海上自衛隊佐世保史料館）
⓰ハンバーガーショップ
国際通りに出たら佐世保川の方へ。道がゆる
やかにカーブするあたりにアメリカンテイスト満
載のバーガーショップが見えてくる。
⓱佐世保公園
アルバカーキ橋を渡れば木々が生い茂る佐世
保公園。そこに隣接する一帯はニミッツパーク
と呼ばれ、市民や基地の外国人の憩いの場だ。
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